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都内の牛乳房炎乳から分離されたコアグラーゼ陰性ブドウ球菌（以下、CNS）の

実態を明らかにするため、菌種分布、薬剤耐性及びメチシリン耐性遺伝子（以下、

mecA）保有状況について調査した。材料は平成 21年度から令和 7年度 11月の期

間に分離された 64株とした。菌の同定には ID32スタフアピを用いた。薬剤感受

性試験は ABPC、PCG、CEZ、CFX、TC、GM、KM、EMの計 8薬剤についてディスク拡

散法にて実施した。また、全株について mecA遺伝子の PCRを実施した。 

64株の菌株は 14菌種に分類され、S. chromogenes（15株）、S. epidermidis（11

株）、S. xylosus（10株）の 3種が全体の半数を占めた。1薬剤以上の耐性があっ

た株は 38 株（ABPC:28 株、PCG:31 株、CEZ:6株、CFX:8株、TC:16 株、GM:6株、

KM:12株、EM:13株）であり、それぞれの耐性率は他県の報告と概ね一致した。ま

た、64株中 11株は mecA遺伝子を保有しており、うち 10株はディスク拡散法に

て多剤耐性を示していた。mecA陽性 CNSは 2農場から複数回分離され、A農場で

は平成 23年度（S. saprophyticus）及び平成 30年度（S. chromogenes）、B農場で

は平成 27年度（S. haemolyticus）及び令和 6、7年度（S. epidermidis）に分離さ

れた。一般的に、農場内における mecA 陽性 CNS の出現は、突然変異ではなく、

外部から持ち込まれることに起因するといわれている。したがって、今回、A及

び B 農場で mecA 陽性 CNS が複数回分離された要因は、牛の移動、器具、人等を

介して農場に侵入、あるいは過去に侵入して農場に定着した菌が抗菌薬等の選択

圧により顕在化、もしくはその両方の可能性が考えられる。引き続き農場におけ

る薬剤耐性の実態を把握し、mecA 陽性 CNS 含む耐性菌の出現及び伝播を防ぐた

め、適切な抗菌薬治療を促す必要がある。 

 


